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工芸の部   審査員氏名（   室屋 政実    ）  

 令和８年度の工芸、彫刻、彫塑の部においては出品作品数が

一般の部 32 点、学生の部 61 点と令和 6 年に比べ学生の部は若

干の減少があったものの一般の部は倍以上の出品があった。立

体作品を一同に集めた作品は、ジャンルが広く、比較がしにくい

面があるが、共通しているのは、それぞれの素材を生かしながら美

術作品として創造する事である。                                           

 今回の平戸市賞「白華の連環」は口周りや両線がしっかりと造り

込まれており大きさも申し分ない。またデザインは小紋を丁寧に配

置し、作品に気品ある美しさを与えている。                                           

 小中学生の作品は発想が豊かで、夢のある作品が多く見られた。                                          

 読売新聞西部本社賞の「鳥栖 JCT ジオラマ」は、高速道路の交

わる四つ葉の形をした立体性に視点を当て、厚紙を使って表現し、

ジオラマ風の作品に仕上げている。                                         

 全体的に作品が多様化し、見る者にも夢や豊かな想像性を与え

てくれる作品が多く見られ、賞作品、入選作品共に工夫された作

品となっている。                                          

                                          

                                          


